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林

　大
学
病
院
は
従
来
、
急
性
期
の
治
療
を

終
え
る
と
、
あ
と
は
地
域
の
医
療
機
関
に

お
任
せ
し
、
治
療
や
看
護
の
流
れ
が
途
切

れ
て
い
ま
し
た
。
連
携
協
定
を
結
ん
だ
こ

と
で
、
退
院
後
も
大
学
の
医
師
ら
が
藤
聖

会
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
と
一
緒
に
患
者
さ

ん
の
治
療
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
一
貫

し
た
医
療
、
看
護
の
提
供
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
行
き
来
の
増
加
は

も
と
よ
り
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
や
人

材
育
成
、
若
手
医
師
ら
の
教
育
面
な
ど
幅

広
い
分
野
で
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
協

定
か
ら
５
年
を
経
て
、
藤
井
先
生
の
先

見
の
明
に
あ
ら
た
め
て
感
服
し
て
お
り

ま
す
。

藤
井

　私
た
ち
の
方
こ
そ
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
２
０
１
４
年
に
国
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
指
針
が
発
表
さ
れ
、
医
療

の
役
割
・
機
能
分
担
を
明
確
に
し
て
連
携

を
強
め
る
動
き
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
私

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て

富
山
二
次
医
療
圏
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
急
性
期
か
ら
回
復

期
、
慢
性
期
、
在
宅
医
療
、
介
護
ま
で
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
体
制
を
整

え
、
切
れ
目
の
な
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
つ
く
る
こ
と
を
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
と
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
医
療
連
携
は
、
そ
う
い

っ
た
流
れ
を
汲く

ん
で
い
た
だ
き
、
富
山
大

学
も
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
医
療
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
意
思
の

表
れ
だ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

林

　か
つ
て
の
富
山
大
学
附
属
病
院
は
専

門
分
野
の
研
究
が
中
心
の
先
生
方
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
杉
谷
の
丘
の
上
に
座

っ
て
「
患
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
来
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
感
覚
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
ど
こ
か
敷
居
の
高
い
存
在
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
附
属
病
院
で
手

術
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
90
％
以
上
は
紹
介

の
患
者
さ
ん
で
す
。
紹
介
が
な
け
れ
ば
手

術
も
で
き
な
い
し
、
教
育
も
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
の
先
生
方
と
の
連
携
を
最
優
先
し
な

け
れ
ば
附
属
病
院
は
発
展
し
な
か
っ
た
の

で
す
。

医
療
連
携
で「
分
担
」と「
協
働
」が
促
進

医
療
、看
護
に
一
貫
性

藤井久丈 氏
医療法人社団藤聖会・親和会 理事長

麻野井英次 氏
富山西総合病院 院長

野上予人 氏
富山西リハビリテーション病院 院長
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超
高
齢
社
会
と
新
興
感
染
症
の
大
波
を
受
け
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
医
療
の
在
り
方
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
都
道
府
県
が
「
地
域
医
療
構

想
」
の
策
定
を
進
め
る
中
、
大
学
病
院
と一般
病
院
は
ど
う
連
携
し
て

い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
５
年
前
、
富
山
県
内
初
の
医
療
連
携
協
定
を

結
ん
だ
富
山
大
学
附
属
病
院
と
藤
聖
会
グ
ル
ー
プ
の
医
療
機
関
の
ト
ッ

プ
の
先
生
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
新
た
な
役
割
と
方
向
性
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藤
井

　林
先
生
、
本
日
は
ご
多
忙
の
中
、
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
富
山
大
学
附
属
病
院
と
私
ど
も

の
富
山
西
総
合
病
院
、
富
山
西
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
と
も
に
富
山
市
西
部

に
位
置
し
、
距
離
的
に
も
近
く
、
県
内
に

先
駆
け
て
医
療
連
携
協
定
を
締
結
し
、
緊

密
な
交
流
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
本
日
の

座
談
会
で
は
、
医
療
連
携
協
定
に
よ
っ
て

お
互
い
の
病
院
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
か
、
そ
の
成
果
等
を
あ
ら
た
め
て
振
り

返
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
一
般
病
院
と
大

学
病
院
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
と
方
向
性

に
つ
い
て
、
ご
一
緒
に
考
え
て
い
く
１
つ

の
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

林

　こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
藤
井
先
生
を
は
じ
め
藤
聖
会
グ

ル
ー
プ
の
先
生
方
と
、
こ
う
し
て
じ
っ
く

り
お
話
し
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ

り
、
私
も
楽
し
み
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

藤
井

　医
療
連
携
協
定
の
お
話
に
関
連
し
て
、

ま
ず
は
藤
聖
会
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は

１
９
８
７
年
開
設
の
八
尾
総
合
病
院
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
以
来
、「
医
療
・
介
護
・

福
祉
に
軸
足
を
置
い
た
地
域
医
療
」と「
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
専
門
性
の
高
い

医
療
」
の
２
つ
を
経
営
方
針
の
柱
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最

期
ま
で
暮
ら
せ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
が
緊
密
に
連
携
し
た
組
織
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
　そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
２
０
１
７
年
11

月
に
富
山
西
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

を
開
設
し
、
そ
れ
と
同
時
に
富
山
大
学
附

属
病
院
と
医
療
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
八
尾
総
合
病
院
と
も
締
結
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
３
カ
月
後
の
２
０
１
８

年
２
月
に
は
富
山
西
総
合
病
院
が
完
成
し
、

同
じ
く
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

大
学
病
院
、一般
病
院

新
た
な
役
割
と
方
向
性

富
山
県
初
の
医
療
連
携
協
定

巻
頭
ス
ペ
シ
ャ
ル
座
談
会

林 篤志 氏
富山大学附属病院 病院長
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林 篤志（はやし・あつし） 

富山大学附属病院 病院長

1988年 大阪大学医学部卒業
1988年 大阪大学医学部附属病院眼科　研修医
1995年 ジョンズホプキンス大学 ウィルマー眼研究所
 Research fellow
1997年 大阪大学医学部眼科　助手、学内講師
2001年 医療法人　明和病院　眼科部長
2006年 カリフォルニア大学サンフランシスコ眼科
 Associate Adjunct Professor
2007年 富山大学　眼科学講座　教授
2015年 富山大学附属病院　副病院長
2019年 富山大学附属病院　病院長
2019年 富山大学　副学長

野
上

　実
際
に
富
山
大
学
附
属
病
院
か
ら

昨
年
度
紹
介
さ
れ
て
転
院
さ
れ
て
き
た
患

者
さ
ん
は
１
１
０
人
を
超
え
、
公
的
急
性

期
病
院
の
中
で
は
最
も
多
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
う
ち
私
が
専
門
の
脳
血
管
疾
患
の
患

者
さ
ん
は
72
人
、
整
形
外
科
疾
患
が
32
人

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
連
携
に
よ
っ
て

地
域
包
括
ケ
ア
の
円
滑
化
が
一
層
進
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　ま
た
、
紹
介
さ
れ
る
だ
け
の
連
携
で
は

な
く
、
日
常
の
診
療
面
で
も
大
学
の
脳
外

科
医
師
に
定
期
回
診
に
来
て
い
た
だ
く
な

ど
協
力
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。
毎
週
木

曜
に
当
院
の
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
、
数
名
の
先
生
が
病
室
を
回
っ

て
、
患
者
さ
ん
に
「
リ
ハ
ビ
リ
頑
張
っ
て

い
ま
す
ね
。
退
院
し
た
ら
大
学
の
外
来
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
」
な
ど
と
優
し
く
声
掛

診
療
、リ
ハ
ビ
リ
で
も
タ
ッ
グ

【
医
療
連
携
協
定
】そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
医
療
機

能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、患
者
に
質
の

高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。連

携
内
容
は
、患
者
の
紹
介
及
び
受
け
入
れ
や
、医

療
ス
タ
ッフ
の
質
の
向
上
に
つい
て
緊
密
に
連
携
す

る
こ
と
な
ど
。今
年
６
月
時
点
で
富
山
大
学
附

属
病
院
と
医
療
連
携
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、

富
山
西
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
病
院
、八
尾
総
合
病

院
、富
山
西
総
合
病
院
、高
岡
ふ
し
き
病
院
、西

能
病
院
、射
水
市
民
病
院
、藤
木
病
院
、か
み
い

ち
総
合
病
院
の
８
医
療
機
関
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
】富
山
大
学
附
属
病
院

が
昨
年
10
月
に
開
設
。性
同
一性
障
害（
Ｇ
Ｉ
Ｄ
）

の
人
が
外
科
治
療
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
北
陸
初

の
施
設
で
、乳
房
再
建
の
国
内
第
一
人
者
で
あ
る

佐
武
利
彦
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
。形
成

再
建
外
科・美
容
外
科
や
産
婦
人
科
、泌
尿
器

科
、神
経
精
神
科
な
ど
の
医
師
に
加
え
、看
護
師

や
臨
床
心
理
士
ら
が
連
携
し
、治
療
に
あ
た
る
。

【
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｗｅ
！
富
山
】富
山
県
内
初

の
性
差
医
療
を
掲
げ
た
女
性
専
門
ク
リ
ニッ
ク
。

婦
人
科
、不
妊
治
療
の
他
、乳
腺
外
科
、美
容
形

成
外
科
、さ
ら
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェン
ダ
ー
外
来
も
行

う
。藤
聖
会
が
２
０
０
６
年
に
開
設
。

【
富
山
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
】病
巣
に
対

し
て
多
方
向
か
ら
集
中
的
に
放
射
線
を
照
射
す

る
こ
と
で
、あ
た
か
も
ナ
イ
フ
で
切
っ
た
よ
う
に
正

確
に
治
療
で
き
る「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」に
よ
る
治

療
を
受
け
ら
れ
る
施
設
。藤
聖
会
が
２
０
０
８
年

に
関
連
医
療
機
関
の
五
福
脳
神
経
外
科（
富
山

市
）に
日
本
海
側
で
初
め
て
開
設
し
た
。

期
を
担
う
富
山
医
療
圏
の
公
的
病
院
入
院

治
療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
引
き
受
け
る
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
大
学
病
院
は
当

院
か
ら
最
も
近
い
２
次
・
３
次
救
急
の
病

院
で
す
か
ら
、
真
っ
先
に
大
学
病
院
と
医

療
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
　開
院
当
時
は
１
２
０
床
の
病
床
の
う
ち

半
数
の
60
床
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
、
残
り
の
60
床
を
療
養
病
棟
と

し
て
運
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
内
の
急

性
期
病
院
や
隣
の
富
山
西
総
合
病
院
か
ら

の
転
院
が
増
え
て
、
す
ぐ
に
全
病
床
を
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
と
し
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
県
内
最
大
の
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
を
有
す
る

リ
ハ
ビ
リ
病
院
と
な
り
ま
し
た
。 

６
月

１
日
現
在
で
73
人
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
お
り
、
入
院
リ
ハ
ビ
リ
、
外
来
リ
ハ
ビ

リ
は
も
ち
ろ
ん
、
在
宅
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
や

通
所
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
幅
広
い
リ
ハ
ビ
リ

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

林

　富
山
大
学
附
属
病
院
は
県
内
唯
一
の

特
定
機
能
病
院
と
し
て
高
度
急
性
期
医
療

を
担
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
４
月
に

県
内
の
脳
卒
中
医
療
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、「
包
括
的
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
脳

卒
中
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
急
性
期
治
療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や

慢
性
的
な
症
状
の
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
、

さ
ら
に
退
院
後
の
継
続
的
な
ケ
ア
ま
で
は

手
が
回
り
に
く
い
の
が
実
情
で
す
。
富
山

西
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、
距
離

的
に
最
も
近
い
リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
院
で
あ

り
、
両
病
院
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
患
者

さ
ん
を
一
貫
し
て
支
え
、
治
す
体
制
が
整

っ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
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藤井久丈（ふじい・ひさたけ） 

医療法人社団藤聖会・親和会 理事長

1980年 金沢大学医学部卒業
1985年 同大学院修了。同大学附属病院第2外科入局、
 北陸3県の関連病院勤務
1989年 医療法人社団藤聖会八尾総合病院 病院長
2001年 同医療法人理事長
2004年 全国高等学校PTA連合会会長
2006年 女性クリニックWe!TOYAMA開設
2007年 金沢メディカルステーションヴィーク開設
2008年 富山サイバーナイフセンター開設
2012年 医療法人社団親和会山田温泉病院理事長
2017年 チューリップ長江病院開設、
 富山西リハビリテーション病院開設
2018年 富山西総合病院開設
2021年 社会福祉法人慶寿会理事長
専門は一般消化器外科、乳腺外科。公益社団法人全日本病院
協会富山県支部長、富山県医療審議会委員、富山大学医学部
臨床教授、金沢医科大学臨床教授、富山市教育委員、富山経
済同友会幹事　他。

麻野井英次（あさのい・ひでつぐ） 

医療法人社団 藤聖会富山西総合病院 院長
内科・循環器内科医師

1975年 金沢大学医学部卒業
1975年 金沢大学医学部第一内科入局
1981年 (財)心臓血管研究所研究員
1984年 富山医科薬科大学(現富山大学)第二内科助手
1993年 富山医科薬科大学第二内科講師
2002年 富山医科薬科大学第二内科助教授
2005年 新湊市民病院(現射水市民病院)院長
2017年 射水市民病院　名誉院長
2017年 大阪大学国際医工情報センター　
 慢性心不全総合治療学共同研究部門特任教授
2020年 富山西総合病院院長　
 大阪大学国際医工情報センター招聘教授
日本内科学会認定医、日本循環器学会認定専門医 等

野上予人（のがみ・かねひと） 

医療法人 親和会富山西リハビリテーション病院 院長　
脳神経外科・リハビリテーション科医師

1984年 富山医科薬科大学医学部卒業
  富山医科薬科大学医学部脳神経外科教室入局　
1987年 かみいち総合病院勤務
2017年 山田温泉病院勤務
2017年 富山西リハビリテーション病院副院長
2020年 富山西リハビリテーション病院院長
日本脳神経外科学会　脳神経外科専門医

野
上

　富
山
大
学
附
属
病
院
は
良
い
意
味
で
、

以
前
と
比
べ
て
随
分
変
わ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

林

　私
が
２
０
１
５
年
に
副
病
院
長
に
就

任
し
た
頃
、
附
属
病
院
は
３
億
円
超
の
赤

字
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
附
属
病
院
の
再

建
に
は
研
究
だ
け
で
な
く
臨
床
能
力
に
も

優
れ
た
教
授
を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
齋
藤
滋
前
病
院
長
の
も
と
、

教
授
選
考
時
に
臨
床
能
力
も
重
視
し
、
卓

垣
根
超
え
、価
値
観
を
共
有

越
し
た
人
材
を
募
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

選
ば
れ
た
新
し
い
教
授
陣
に
共
通
し
て
い

た
の
が
、「
垣
根
を
超
え
た
連
携
な
く
し

て
道
は
開
け
な
い
」
と
の
危
機
意
識
で
し

た
。

　
　以
来
、「
垣
根
を
超
え
た
連
携
」
が
富

山
大
学
附
属
病
院
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
９
月
に

日
本
で
唯
一
の
「
膵
臓
・
胆
道
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
「
糖
尿
病
セ

ン
タ
ー
」「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
推
進
セ
ン

タ
ー
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
」「
こ
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
中
央
診
療
施

設
を
次
々
と
開
設
し
、
各
診
療
科
が
横
断

的
に
連
携
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
　病
院
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。
医
療
連
携

協
定
は
、
大
学
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
患
者

さ
ん
の
流
れ
を
軸
に
、
藤
聖
会
グ
ル
ー
プ

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
医
療
機
関
と
同

じ
目
線
、
同
じ
価
値
観
を
持
っ
て
協
働
し

て
い
く
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

麻
野
井

　大
学
病
院
は
研
究
機
関
で
あ
り
、

高
度
な
専
門
医
療
を
提
供
す
る
「
最
後
の

砦と
り
で」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
役
割

と
同
時
に
、
地
域
に
も
っ
と
目
を
向
け
、

地
域
医
療
に
つ
い
て
見
直
す
よ
う
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

野
上

　で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
連
携

が
進
ん
で
い
る
の
か
、
ま
ず
は
富
山
西
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
か
ら
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
た
ち
の
病
院
は

２
０
１
７
年
11
月
の
開
院
と
同
時
に
富
山

大
学
附
属
病
院
と
医
療
連
携
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た
。
当
時
、
富
山
県
内
に
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
少
な
く
、
急
性
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麻
野
井

　大
学
病
院
と
共
同
研
究
も
進
め
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
高
齢

心
不
全
の
患
者
さ
ん
の
状
態
を
施
設
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、
ど
こ
に
い
て
も
把
握
で

き
る
遠
隔
診
断
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
向

け
て
、
絹
川
教
授
に
も
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
組
み
合
わ

当
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
富
山
大
学
と

西
総
合
、
西
リ
ハ
の
３
病
院
で
毎
月
２
回
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
お
り
、
八
尾

総
合
病
院
を
加
え
た
合
同
会
議
も
年
２
回

開
い
て
い
ま
す
。

林

　定
期
的
に
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど

を
開
い
て
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
と
聞

け
ば
患
者
さ
ん
も
安
心
で
す
し
、
転
院
も

し
や
す
く
、
患
者
さ
ん
の
支
援
強
化
に
な

り
ま
す
。
富
山
大
学
附
属
病
院
で
は
藤
聖

会
グ
ル
ー
プ
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に

県
内
８
医
療
機
関
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
年
に
１
回
、
全
て
の
連
携
病
院
と

の
懇
話
会
も
開
い
て
い
ま
す
。「
異い

体た
い

同ど
う

心し
ん

」
の
団
結
で
富
山
を
守
る
と
い
う
意
識

が
大
切
で
あ
り
、
今
後
も
連
携
先
は
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

せ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
大
阪
大
学
、
富
山
大

学
な
ど
全
国
６
医
療
機
関
で
実
施
し
た
医

師
主
導
治
験
が
昨
年
10
月
に
無
事
終
了
し
、

企
業
の
協
力
も
得
て
試
験
運
用
ま
で
漕こ

ぎ

つ
け
ま
し
た
。

藤
井

　患
者
さ
ん
の
た
め
の
研
究
に
私
た
ち

の
よ
う
な
一
般
病
院
も
取
り
組
む
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
こ
そ
大
学
病
院
と
の
交
流
は

大
学
病
院
と
共
同
研
究
も

麻
野
井

　コ
ロ
ナ
対
応
で
も
症
例
検
討
や
対

策
面
の
指
導
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
の
第
８
次
医

療
計
画
に
は
新
興
感
染
症
の
対
応
が
追
加

さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
医
療
計
画
に
則

し
た
連
携
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

林

　コ
ロ
ナ
に
関
連
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、

医
療
連
携
に
よ
っ
て
転
院
先
が
確
保
で
き
、

病
床
に
余
裕
が
生
じ
た
こ
と
で
、
急
速
な

感
染
拡
大
に
も
柔
軟
に
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
10

年
ご
と
に
新
規
感
染
症
が
発
症
し
て
お
り
、

今
後
も
起
こ
り
得
る
と
考
え
る
と
、
病
床

は
常
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も

医
療
連
携
は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

不
可
欠
で
す
。
研
究
に
関
し
て
は
富
山
大

学
だ
け
で
な
く
、
大
阪
大
学
な
ど
全
国
の

大
学
病
院
や
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
麻
野

井
院
長
は
大
阪
大
学
の
大
学
院
生
の
論
文

指
導
も
担
当
す
る
な
ど
、
学
術
分
野
で
も

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

林

　一
般
病
院
で
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
れ
か
ら
必
要
性
を
増
す
テ
ー
マ
を
先
取

り
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
感
銘
し
ま
し
た
。

麻
野
井

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
は
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
ま
す
。

藤
井

　先
ほ
ど
林
先
生
が
お
話
し
さ
れ
た
大

学
病
院
の
中
央
診
療
施
設
の
１
つ
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
」
は
、
私
ど
も
の
関
連

医
療
機
関
で
あ
る
「
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｗ

ｅ
！
富
山
」
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

林

　は
い
。
藤
聖
会
グ
ル
ー
プ
の
関
連
医
療

機
関
で
は
「
富
山
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
セ
ン

タ
ー
」
と
も
、
が
ん
治
療
で
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

藤
井

　連
携
の
輪
が
着
実
に
広
が
り
、
深
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
病
院
の
在
り
方
は
変
わ
り

ま
す
。
従
来
的
な
考
え
方
だ
け
で
な
く
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
学
病
院
、
一

般
病
院
そ
れ
ぞ
れ
が
志
を
持
ち
、
地
域
医

療
の
調
和
と
安
定
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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林

　富
山
大
学
附
属
病
院
の
医
師
に
と
っ
て

も
、
一
般
病
院
で
よ
り
幅
広
い
患
者
さ
ん

と
接
す
る
こ
と
で
、
大
学
病
院
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
症
例
経
験
や
医
療
活
動
が

で
き
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

藤
井

　交
流
が
教
育
や
研
究
面
に
も
役
立
っ

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
奥
の
深
い

関
係
を
築
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
は

次
に
、
医
療
計
画
、
特
に
５
疾
病
５
事
業

に
お
け
る
富
山
西
総
合
病
院
と
大
学
病
院

の
連
携
に
つ
い
て
麻
野
井
院
長
に
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

麻
野
井

　は
い
。
昨
年
度
、
富
山
大
学
か
ら

転
院
し
て
来
ら
れ
た
患
者
さ
ん
は
１
３
６

人
に
上
り
ま
す
。
医
師
の
派
遣
に
お
い
て

藤
井

　同
じ
医
療
圏
の
ご
近
所
同
士
で
あ
り
、

な
り
ま
し
た
。

　
　専
門
外
来
で
は
循
環
器
、
呼
吸
器
、
脳

外
科
な
ど
10
診
療
科
に
大
学
か
ら
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
循
環
器
で
は
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
治
療
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
富
山
大
学
は
経

カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁べ

ん

留り
ゅ
う

置ち

術じ
ゅ
つ（
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｉ
）を
２
０
１
５
年
に
北
陸
で
初
め
て
導

入
し
、
治
療
件
数
は
北
陸
最
多
で
す
。
北

信
越
地
域
で
唯
一
の
透
析
患
者
さ
ん
に
対

す
る
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
可
能
な
医
療
機
関
で
も

あ
り
、
交
流
を
通
じ
て
私
た
ち
の
治
療
や

リ
ハ
ビ
リ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
で
急
増
す
る

高
齢
心
不
全
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
た
め
、

開
業
医
の
先
生
方
や
介
護
施
設
職
員
ら
も

対
象
に
し
た
勉
強
会
の
開
催
に
向
け
て
、

絹
川
弘
一
郎
教
授
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

大
学
病
院
医
師
の
勉
強
に
も

情
報
共
有
が
患
者
の
安
心
に

円
滑
な
地
域
包
括
ケ
ア
へ「
異
体
同
心
」

け
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
も
大
学
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

の
顔
が
見
ら
れ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
や
る
気

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

林

　医
師
と
患
者
さ
ん
の
信
頼
関
係
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
両
病
院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
同
士
が

互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
、

結
果
的
に
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
安
心
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
２

年
前
に
富
山
大
学
附
属
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
の
連
携
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
か
。

野
上

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
開
設
と

同
時
に
服
部
憲
明
教
授
に
当
院
に
来
て
い

た
だ
き
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
か
ら

大
学
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ（
Ｏ
Ｔ
、

Ｐ
Ｔ
）を
研
修
と
し
て
派
遣
し
、
オ
ペ
の

見
学
や
「
手
の
外
科
」
の
ス
プ
リ
ン
ト
療

法
、
急
性
期
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容

を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　服
部
教
授
に
は
当
院
の
「
ロ
コ
モ
フ
レ

イ
ル
外
来
」
の
開
設
に
も
尽
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
も
月
３
回
、
服
部
教
授
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
外
来
の

評
判
が
と
て
も
良
く
、
多
く
の
患
者
さ
ん

が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
難な

ん

渋じ
ゅ
う

症
例
の
診
察
や
症
例
検
討
、
学
会
発
表

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
リ
ハ
ビ
リ
の
質
向
上
に

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
若
手
の
先
生
に
は
外
来

診
療
に
加
え
て
、
院
外
に
出
て
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

は
金
沢
大
学
や
金
沢
医
科
大
学
に
も
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん

の
紹
介
数
は
富
山
大
学
が
群
を
抜
く
多
さ

で
す
。

　
　脳
疾
患
や
慢
性
心
不
全
、
虚き

ょ

血け
つ

性せ
い

心
疾

患
な
ど
の
患
者
さ
ん
は
長
期
的
な
治
療
が

必
要
で
、
一
貫
し
て
診
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
継
続
的
な
治
療
や
機
能
回
復
は

私
た
ち
が
担
当
し
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
状

態
に
陥
っ
た
場
合
は
大
学
病
院
に
橋
渡
し

す
る
。
こ
の
流
れ
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に

こ
れ
か
ら
は
介
護
福
祉
も
含
め
た
連
携
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
円
滑
で
切
れ

目
の
な
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
こ
そ
患
者
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
る
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
情
報
の
共
有
は
本
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富 山 支 店

〒939-8221 富山県富山市八日町247番地41

TEL 076-429-7190  FAX 076-429-3277
http://www.marubun-tsusyo.co.jp/

〒920-0935 石川県金沢市石引４丁目４番６号  TEL : 076-222-1655 ㈹　 FAX : 076-222-1668　 E-mail : post@sanwamedical.co.jp 

三和メディカル株式会社 http://www.sanwamedical.co.jp

北陸圏を中心に最新の医療機器及び医療用医薬品、そして眼科医療の為の専門的

なサービス「眼科修理メンテナンス」「眼科開業支援サービス」「製品開発事業」「眼

科メディア支援事業（ホームページ制作）」を提供しております。

眼の医療のために、できること



　
診
療
材
料
な
ど
の
物
品
管
理
に
い
ち
早
く
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）を
活
用
し
、
国
内
の
医
療
機
関
で
初
め

て
本
格
的
な｢
院
外
型
Ｓ※

Ｐ
Ｄ（
物
品
物
流
の
デ
ー
タ
管
理
）」
を
導
入
す
る
な
ど
、
常
に
先
進
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
董
仙
会
グ
ル
ー
プ
。
能
登
と
い
う
超
高
齢
社
会
と
深
刻
な
人
口
減
少
地
域
に
あ
っ

て
、
大
胆
と
も
映
る
戦
略
を
先
頭
に
立
っ
て
推
し
進
め
て
き
た
神
野
正
博
理
事
長
と
、
そ
の
取
り
組
み

の
根
幹
を
約
30
年
に
わ
た
り
支
え
て
き
た
三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
の
医
療
分
野
に
お
け
る
中
核
企
業
エ
ム
・

シ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
木
村
真
敏
社
長
。「
戦
友
」
と
呼
び
合
う
お
二
人
に
、
病
院

が
本
当
に
必
要
と
す
る
医
療
系
商
社
の
役
割
な
ど
を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
庫
管
理
か
ら
解
放
さ
れ 

看
護
師
が
本
来
業
務
に
集
中

神
野

　木
村
社
長
と
は
長
い
つ
き
あ
い
で
す
が
、
こ
う

し
て
面
と
向
か
っ
て
話
す
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
ね
。

木
村

　は
い
。
神
野
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は

１
９
９
４
年
、
先
生
が
恵
寿
総
合
病
院
の
院
長
に
就
か

れ
た
翌
年
で
し
た
。

神
野

　そ
う
で
し
た
ね
。
私
が
院
長
に
就
い
た
93
年
当

時
、
恵
寿
総
合
病
院
は
い
ろ
い
ろ
と
課
題
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
経
営
状
態
が
厳
し
く
、
そ
の
一
方
で
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
く
て
、
業
務
効
率
も
悪
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
の
１
つ
が
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
、
特
に
看
護
師
が
物
品
の
在
庫
管
理
に
追
わ

れ
て
疲
弊
し
、
本
来
の
業
務
、
コ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
集

中
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

木
村

　結
構
最
近
ま
で
、
看
護
師
さ
ん
が
物
品
管
理
を

任
さ
れ
て
い
る
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し
ろ
そ
れ
が
当
た
り
前
の
風
潮
が
あ
り
、

90
年
代
前
半
、
そ
の
部
分
を
改
善
す
る
と
い
う
発
想
の

ド
ク
タ
ー
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

神
野

　看
護
師
は
欠
品
す
れ
ば
医
師
か
ら
叱し

か

ら
れ
る
の

で
必
要
量
よ
り
も
多
め
に
発
注
し
、
管
理
も
ず
さ
ん
に

な
り
が
ち
で
し
た
。
お
金
も
場
所
も
無
駄
が
多
か
っ
た
。

そ
り
ゃ
そ
う
で
す
よ
ね
、
注
射
器
の
本
数
や
手
袋
の
枚

数
を
数
え
る
た
め
に
看
護
師
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

で
す
か
ら
。

　こ
う
し
た
状
況
を
何
と
か
改
善
で
き
な
い
か
と
思
案

し
た
挙
句
、
思
い
つ
い
た
の
が
バ
ー
コ
ー
ド
を
使
っ
た

物
品
管
理
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
ス
ー
パ
ー

の
一
部
で
し
か
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ

る
ベ
ン
ダ
ー（
納
入
業
者
）を
通
じ
て
、
三
菱
商
事
が
Ｓ

Ｐ
Ｄ
事
業
を
開
始
す
る
ら
し
い
と
聞
き
、
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
り
ま
し
た
。
導
入
時
に
担
当
社
員
と
し
て
来
て
く

1980年	 日本医科大学卒
1986年	 金沢大学大学院医学専攻科卒（医学博士）、金沢大学第2外

科助手を経て
1992年	 恵寿総合病院外科科長
1993年	 同病院長（2008年退任）
1995年	 特定医療法人財団董仙会（2008年11月より社会医療法人

財団に改称、2014年創立80周年）理事長
2011年	 社会福祉法人徳充会理事長併任

「モノ」から「コト」へ
医療系商社に　期待する役割

社会医療法人財団  董
とう

仙
せん

会
かい

理事長

神
かん

野
の

 正
まさ

博
ひろ

 氏
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診
療
材
料
な
ど
の
物
品
管
理
に
い
ち
早
く
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）を
活
用
し
、
国
内
の
医
療
機
関
で
初
め

て
本
格
的
な｢
院
外
型
Ｓ※

Ｐ
Ｄ（
物
品
物
流
の
デ
ー
タ
管
理
）」
を
導
入
す
る
な
ど
、
常
に
先
進
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
董
仙
会
グ
ル
ー
プ
。
能
登
と
い
う
超
高
齢
社
会
と
深
刻
な
人
口
減
少
地
域
に
あ
っ

て
、
大
胆
と
も
映
る
戦
略
を
先
頭
に
立
っ
て
推
し
進
め
て
き
た
神
野
正
博
理
事
長
と
、
そ
の
取
り
組
み

の
根
幹
を
約
30
年
に
わ
た
り
支
え
て
き
た
三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
の
医
療
分
野
に
お
け
る
中
核
企
業
エ
ム
・

シ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
木
村
真
敏
社
長
。「
戦
友
」
と
呼
び
合
う
お
二
人
に
、
病
院

が
本
当
に
必
要
と
す
る
医
療
系
商
社
の
役
割
な
ど
を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
た
の
が
木
村
社
長
で
し
た
よ
ね
。

木
村
　
は
い
。
そ
れ
が
先
生
と
の
出
会
い
で
し
た
。
当

時
の
私
の
上
司
は
「
最
初
の
病
院
が
東
京
で
は
な
く
、

石
川
県
の
七
尾
で
本
当
に
大
丈
夫
か
、
不
安
な
部
分
も

あ
っ
た
が
、
神
野
先
生
の
や
る
気
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
惚ほ

れ
込
ん
で
受
注
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
導
入 

肝
は
「
働
き
方
改
革
」

神
野
　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
導
入
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
今
で
言
う
と

こ
ろ
の
「
働
き
方
改
革
」
で
し
た
。
職
員
の
業
務
効
率

化
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が
狙
い
で
、
在
庫
管
理

か
ら
解
放
さ
れ
た
看
護
師
さ
ん
に
手
厚
い
看
護
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。
余
剰
在
庫
の
削
減
や
倉
庫
の
撤
去
で
大
幅
に

コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
て
、
病
院
の
経
営
状
態
も
改
善

さ
れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
、
職
員
、
法
人
の
「
三
方
よ

し
」
の
働
き
方
改
革
と
な
っ
た
の
で
す
。
言
い
換
え
る

と
、
病
院
と
し
て
、
患
者
さ
ん
、
職
員
、
法
人
自
身
に

対
す
る
バ
リ
ュ
ー（
存
在
価
値
）を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

木
村
　
当
時
い
く
つ
も
の
医
療
機
関
に
「
在
庫
管
理
は

プ
ロ
に
任
せ
て
、
看
護
師
さ
ん
は
も
っ
と
患
者
さ
ん
の

近
く
に
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
発
想
も
な
い
時
代
、
経

営
側
か
ら
は
、
直
接
看
護
師
さ
ん
の
人
数
そ
の
も
の
を

減
ら
せ
る
訳
で
は
な
い
な
ど
と
、
な
か
な
か
理
解
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
恵
寿
総
合
病
院
に
先せ

ん

鞭べ
ん

を

つ
け
て
い
た
だ
き
、
効
果
が
し
っ
か
り
と
示
さ
れ
た
こ

と
が
、
私
ど
も
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
全
国
に
広
め
る
転
機
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
看
護
師
さ
ん
か
ら
大
変
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。

神
野
　
そ
れ
は
良
か
っ
た
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
御
社
の

契
約
医
療
機
関
は
今
、
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
す
か
。

木
村
　６
月
１
日
現
在
で
３
２
６
病
院
、
12
万
９
２
５

８
床
で
す
。
28
年
前
、
恵
寿
総
合
病
院
の
４
０
０
床
か

ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
は
そ
の
３
０
０
倍
余
り

と
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
取
扱
高
も
、
２
０
２
１

年
に
は
３
８
３
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

病
院
の
困
り
ご
と
を
代
行
す
る
こ
と
で 

病
院
か
ら
認
め
ら
れ
る
存
在
に

神
野
　
劇
的
な
急
成
長
ぶ
り
で
す
ね
。
木
村
社
長
の
パ

ワ
ー
の
源

み
な
も
とは
な
ん
で
す
か
。

木
村
　
目
の
前
の
患
者
さ
ん
の
為
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ

1986年	 早稲田大学理工学部機械工学科卒
1986年	 三菱商事株式会社入社		
2009年	 エム・シー・メディカル株式会社代表取締役社長就任　　
2013年	 日本メディカルネクスト株式会社代表取締役社長就任
2017年	 エム・シー・メディカル株式会社代表取締役社長就任
2019年	 エム・シー・ヘルスケア株式会社代表取締役社長就任
2022年	 エム・シー・ヘルスケアホールディングス株式会社
	 代表取締役社長就任　

「モノ」から「コト」へ
医療系商社に　期待する役割

エム・シー・ヘルスケアホールディングス株式会社
代表取締役社長

木
き

村
むら

 真
まさ

敏
とし

 氏

【ＳＰＤ】 Supply Processing and　
Distributionの略で、病院が使用
する医療消耗品の購入から在庫
管理までを物品管理システムを使
用して管理する仕組み。必要なもの
を、必要な場所へ、必要なだけ届け
ることで、不良在庫や期限切れ製
品の防止、購入価格の抑制などに
つながる。エム・シー・ヘルスケアで
は、病院内の倉庫を活用する｢院
内型ＳＰＤ｣に加え、病院の外部に
倉庫を設置し地域の病院の共通
倉庫の機能を担う｢院外型ＳＰＤ｣を
推進している。
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エム・シー・ヘルスケアグループ
2021年度取扱高（連結）3,830億円。従業員数

（連結）2,797人（2022年4月末／非正規社
員含む）。2022年4月、持ち株会社、エム・シー・
ヘルスケアホールディングス株式会社（代表取
締役社長 木村真敏氏）を設立、同社と以下４つ
の事業会社から構成される新体制に。医療材
料・機器等の調達支援や共同購入を通じて病
院経営の改善・効率化を行うエム・シー・ヘルス
ケア株式会社。最先端医療機器の輸入販売を
行うエム・シー・メディカル株式会社および日本
メディカルネクスト株式会社。日中両国の医療
への貢献を目指し、最新医療機器の輸入・輸出
を行うエム・シー・ヘルスケア中国（迈羲医疗器
械（上海）有限公司）。

し
ゃ
い
ま
し
た
。

木
村

　講
演
を
楽
し
み
に
し
て
、
毎
年
欠
か
さ
ず
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

神
野

　「考
え
る
会
」
は
、
病
院
間
で
共
通
す
る
悩
み

を
一
緒
に
考
え
、
解
決
策
を
探
る
良
い
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
グ
ル
ー
プ
の
枠
を
越
え
て
自
発
的
に
連

携
す
る
動
き
も
出
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。「
生
み
の
親
」

と
し
て
、
会
の
発
展
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

病
院
、社
員
と「
夢
」を
共
有 

苦
境
乗
り
越
え
、次
な
る
一
手

木
村

　「考
え
る
会
」
や
Ｓ
Ｐ
Ｄ
な
ど
を
通
じ
て
医
療

界
に
あ
る
意
味
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
事
業
を
始

め
た
当
初
、
業
界
内
で
「
黒
船
」
と
誤
解
さ
れ
た
り
、

経
営
的
に
大
変
厳
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
苦
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
神
野
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
先
生
方
の
ご
支
援
や
ピ
ン
チ
の
時
も

辞
め
ず
に
残
っ
て
く
れ
た
社
員
た
ち
と
「
病
院
を
良
く

し
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
「
夢
」
を
共
有
し
続
け
て
き

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

神
野

　そ
の
「
夢
」
を
今
後
も
叶
え
て
い
く
上
で
、
次

な
る
戦
略
は
何
で
す
か
。

木
村

　「ス
マ
ー
ト
Ｓ
Ｐ
Ｄ
」
を
展
開
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
材
料
の
分
割（
小
分
け
）作
業
な
ど
人
手
に

頼
っ
て
い
る
部
分
を
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
技
術
）や
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
の
活
用
で
縮
小
し
、
分
割
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
も
削

減
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
進
化
さ
せ
た
い

で
す
。

　
も
う
１
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
病
院
の
橋
渡
し
を

す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
で
す
。

Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
や
医
療

の
質
向
上
を
図
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
ど
の
企
業
と
連
携
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
病
院
が
多
い
現

状
を
受
け
、
専
用
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

神
野

　病
院
が
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
困
り
ご
と
、
潜

在
的
な
困
り
ご
と
を
先
読
み
し
て
解
決
策
を
提
示
す
る
。

病
院
が
医
療
系
商
社
に
求
め
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点

で
あ
り
、
御
社
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
も
こ
の
思
想
に
基
づ
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

木
村

　神
野
先
生
は
以
前
、
能
登
は
日
本
の
20
年
先
を

行
っ
て
い
る
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
高
齢
化
率
、

人
口
減
少
率
と
も
国
内
最
速
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
こ

と
を
指
し
て
の
お
言
葉
で
し
た
が
、
神
野
先
生
の
取
り

組
み
こ
そ
、
日
本
の
医
療
が
今
後
や
る
べ
き
こ
と
の
先

読
み
だ
と
思
い
ま
す
。

神
野

　私
が
導
入
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
の
多
く
は
御
社

を
は
じ
め
と
す
る
外
部
企
業
と
の
提
携
関
係
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
す
。
１
病
院
が
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
「
戦
友
」
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
す
。

木
村

　こ
ち
ら
こ
そ
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

病院の「困った」を先読みし
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【病院の経営を考える会】
急性期の医療機関の経営に焦点を当て、
時機に適ったテーマや、関心の高い「企業
経営」「マネジメント」に主に題材を求め、
各界の有力な講師による講演や討議を展
開。設立母体の異なる医療機関が交流し、
意見・情報を交換する場となっている。

し
ゃ
る
医
療
従
事
者
、
病
院
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
素
直
な
思
い
で
す
。
そ
し
て
、
病
院
が
困
っ
て
い

る
こ
と
を
代
行
す
る
こ
と
で
病
院
か
ら
認
め
て
い
た
だ

け
る
。
こ
の
こ
と
が
仕
事
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま

す
。

神
野

　御
社
に
は
医
療
材
料
費
の
地
域
格
差
縮
小
に
も

貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

木
村

　医
療
材
料
は
多
く
の
製
品
で
定
価
の
基
準
が
曖あ

い

昧ま
い

で
、
同
じ
製
品
で
も
地
域
や
経
営
母
体
の
異
な
る
病

院
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
コ

ン
ビ
ニ
で
、
北
海
道
と
九
州
の
店
で
商
品
の
値
段
が
違

う
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
の
で
す
が
、
医
療
の
世
界
で

は
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
し
た
。

神
野

　我
々
医
療
従
事
者
は
そ
う
い
っ
た
違
い
に
気
づ

き
に
く
く
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
購
入
し
、
必
要
以
上
の

経
費
を
支
払
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

木
村

　弊
社
は
全
国
各
地
に
物
流
拠
点
を
持
っ
て
お
り
、

地
域
ご
と
に
購
入
価
格
が
大
き
く
違
う
こ
と
を
不
可
解

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
１
９
８
９
年
に
三

菱
商
事
が
医
療
分
野
で
初
め
て
１
０
０
％
子
会
社
と
し

て
設
立
し
た
エ
ム
・
シ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
に
出
向
し
、

輸
入
代
理
業
に
携
わ
っ
て
い
た
関
係
で
、
内
外
価
格
差

に
つ
い
て
も
存
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　一
方
で
、
病
院
が
卸
売
業
者
と
交
渉
し
て
も
多
く
の

場
合
、
効
果
は
限
定
的
で
す
。
そ
こ
で
、
緻ち

密み
つ

な
交
渉

力
と
情
報
収
集
力
を
有
す
る
弊
社
が
病
院
と
一
緒
に
交

渉
し
、
材
料
費
削
減
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

神
野

　そ
う
し
て
購
入
し
た
材
料
を
病
院
が
使
う
分
だ

け
届
け
て
く
れ
て
、
材
料
購
入
ロ
ス
の
抑
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

第
一
線
の
専
門
医
が
物
品
選
定 

病
院
主
導
の
共
同
購
入
組
織

木
村

　地
域
価
格
差
の
よ
う
な
医
療
界
の
「
お
か
し
い

な
」
と
思
う
部
分
を
病
院
と
一
緒
に
直
し
て
い
く
こ
と

も
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
で
す
。
医
療
材
料
の
購
入

支
援
に
関
し
て
は
、
複
数
の
病
院
の
物
品
を
集
約
し
て

価
格
交
渉
す
る
共
同
購
入
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
進
化
形
と
い
え
る
の
が
、
神
野
先
生
も
設
立
に
携

わ
ら
れ
た
国
内
最
大
の
共
同
購
入
組
織
・
日
本
ホ
ス
ピ

タ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
Ｎ
Ｈ
Ａ
）で
す
。

神
野

　医
師
の
多
く
は
価
格
よ
り
も
使
い
や
す
い
か
ど

う
か
を
優
先
し
ま
す
。
こ
の
傾
向
を
受
け
て
、
企
業
主

導
で
は
な
く
、
病
院
に
よ
る
病
院
の
た
め
の
共
同
購
入

団
体
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
、
と
思
っ
た
の
で
す
。

木
村

　そ
の
お
考
え
に
基
づ
い
て
、
各
診
療
科
の
第
一

線
の
先
生
方
が
選
定
委
員
と
な
り
、
性
能
や
使
い
や
す

さ
な
ど
を
確
か
め
て
品
物
を
絞
り
込
ん
だ
上
で
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
と
価
格
交
渉
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
弊
社
は
事
務
局
を
務
め
て
お
り
ま
す
が
Ｎ
Ｈ

Ａ
は
独
立
し
た
法
人
組
織
で
あ
り
、
今
年
４
月
現
在
、

３
２
０
病
院
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
弊
社
の
Ｓ

Ｐ
Ｄ
を
利
用
す
る
病
院
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

今
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
病
院
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
参
加
病
院
間
で
情
報
の
共
有
・
交
換
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
へ
病
院
同
士
が
連
携 

顧
客
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催

神
野

　病
院
同
士
の
情
報
共
有
・
交
換
と
い
え
ば
、
御

社
の
ユ
ー
ザ
ー
会
で
あ
る「
病※

院
の
経
営
を
考
え
る
会
」

は
、
今
年
で
何
回
目
を
迎
え
ま
し
た
か
。

木
村

　今
年
２
月
に
第
22
回
を
開
催
し
ま
し
た
。
弊
社

の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
早
く
か
ら
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
病

院
の
先
生
方
は
総
じ
て
改
革
意
識
が
高
く
、
そ
う
い
っ

た
方
た
ち
が
連
携
し
て
経
営
改
善
を
考
え
る
機
会
を
作

っ
て
は
ど
う
か
。
神
野
先
生
か
ら
こ
の
よ
う
な
ご
提
案

を
い
た
だ
い
き
、
２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し

ま
し
た
が
、
本
来
は
毎
年
２
日
間
に
わ
た
っ
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
そ
の
時
々
の
旬
の
話
題
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
演
会
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

神
野

　歴
代
講
師
に
は
Ｊ

Ｒ
東
海
の
葛
西 

敬
之
会
長

や
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
北
城
恪

太
郎
会
長
、
棋
士
の
羽
生

善
治
氏
、
星
野
仙
一
監
督
、

堺
屋
太
一
氏
ら
も
い
ら
っ

「価値」の向上を支援

14
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で
も
あ
り
ま
し
た
」（
岡
田
さ
ん
）。

　岡
田
さ
ん
が
医
院
の
継
承
者
を
探
し
て
い

る
こ
と
を
根
上
さ
ん
が
知
っ
た
の
は
昨
年
早

春
。
知
り
合
い
の
医
療
関
係
者
か
ら
の
情
報

で
し
た
。
２
０
０
２
年
か
ら
11
年
間
、
七
尾

市
の
恵
寿
総
合
病
院
に
勤
め
て
い
た
根
上
さ

ん
は
、
県
外
に
転
出
し
た
後
も
「
い
つ
か
ま

た
七
尾
に
戻
り
た
い
」
と
の
思
い
を
抱
き
続

け
て
い
た
そ
う
で
す
。

　「豊
か
な
自
然
と
食
文
化
、
程
よ
い
湿
り

気
を
含
む
澄
ん
だ
空
気
、
そ
れ
に
温
泉
。
七

尾
は
予
防
医
学
に
取
り
組
む
う
え
で
、
と
て

も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
」。

　七
尾
の
魅
力
を
語
る
根
上
さ
ん
の
口
調
は

熱
を
帯
び
ま
す
。

　埼
玉
に
い
た
こ
ろ
、
根
上
さ
ん
は
同
じ
七

尾
で
も
和
倉
で
の
開
院
を
思
い
描
い
て
い
ま

し
た
。
温
泉
と
組
み
合
わ
せ
た
医
療
を
提
供

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
岡
田
さ

ん
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
閉
院
す
る
と
市
東
部
地

域
の
多
く
の
住
民
が
困
る
こ
と
を
伝
え
聞
き
、

継
承
に
名
乗
り
出
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
プ
ラ
スαア

ル
フ
ァ

 

「
元
気
な
人
も
来
院
し
て
」

　根
上
さ
ん
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
岡
田
さ
ん
の

こ
ろ
と
は
異
な
り
一
般
内
科
が
メ
ー
ン
で
す
が
、

平
日
の
休
診
日
を
こ
れ
ま
で
と
同
じ
木
曜
と

し
、
可
能
な
範
囲
で
外
科
系
の
患
者
に
も
対

応
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
住
民
の
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　そ
の
一
方
で
、
女
性
外
来
や
漢
方
外
来
、

頭
痛
外
来
、
禁
煙
外
来
な
ど
の
診
療
科
目
を

新
設
し
、
常
連
の
患
者
に
加
え
て
30
～
40
代

の
新
規
女
性
患
者
も
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
般
内
科
は
来
院
し
な
く
て
も

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
診
察
と
薬
の
処

方
が
受
け
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　「健
康
状
態
が
優
れ
な
い
時
だ
け
で
な
く
、

元
気
な
人
も
美
容
や
健
康
に
関
す
る
悩
み
の

相
談
、
情
報
を
得
る
場
所
と
し
て
気
軽
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
患
者
さ
ん
の
５

年
先
、
10
年
先
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
る
場
に
し
た
い
の
で
す
」

　根
上
さ
ん
が
力
を
入
れ
る
分
野
の
１
つ

が
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ（
抗
加
齢
）」
で
す
。

能
登
の
医
療
機
関
で
は
珍
し
い
高
濃
度
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
点
滴
や
プ
ラ
セ
ン
タ
注
射
、
オ
ゾ
ン

療
法
、「
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
栄
養
医
学

（
分
子
矯き
ょ
う
せ
い正
医
学
）」
な
ど
の
自
由
診
療
の

メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
高
濃
度
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
点
滴
は
が
ん
の
治
療
に
も
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
「
オ
ー
ソ
モ
レ
キ

ュ
ラ
ー
栄
養
医
学
」
と
は
、
栄
養
素
と
食
事

に
よ
っ
て
心
と
体
を
改
善
す
る
カ
ナ
ダ
発
祥

の
療
法
で
、
国
内
で
も
自
律
神
経
が
乱
れ
た

り
、
う
つ
状
態
薬
だ
っ
た
り
し
た
人
が
薬
を

使
わ
ず
に
治
っ
た
例
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
医
食
同
源
」
の
進
化
し
た
ス
タ
イ
ル
と
も

言
え
、
東
京
に
は
こ
の
栄
養
医
学
に
基
づ
い

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
医
師
監
修
の
レ
ス

ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
問
診
や
血
液
検
査
の
結
果
か

ら
不
足
す
る
栄
養
素
な
ど
を
分
析
し
、
そ
れ

ら
を
補
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
処
方
も
行
っ
て

い
ま
す
。
7
月
末
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
２
階
を
改

装
し
、
こ
れ
ら
自
由
診
療
を
行
う
フ
ロ
ア
を

整
備
し
ま
し
た
。

「
治
す
」よ
り
も「
防
ぐ
」 

「
ク
ア
オ
ル
ト
」へ
思
い
熱
く

　能
登
で
は
斬
新
と
も
映
る
診
療
内
容
は
、

長
く
病
院
の
健
診
医
を
務
め
た
経
験
か
ら
、

医
学
は
病
気
を
治
す
以
上
に
、
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　そ
の
「
予
防
医
学
」
の
観
点
か
ら
、
根
上

さ
ん
に
は
七
尾
で
ぜ
ひ
叶
え
た
い
「
夢
」
が

あ
り
ま
す
。
和
倉
温
泉
に
ゆ
っ
た
り
連
泊
し

な
が
ら
、
従
来
の
温
泉
療
法
や
気※

候
療
法
、

先
進
医
療
を
受
け
る
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
旅
行
）」に
、点

滴
療
法
や
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
を
取

り
込
ん
だ
新
し
い
形
の
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
す
。

　「七
尾
は
一
級

の
ク
ア
オ
ル
ト

（
健
康
保
養
地
）に

な
り
得
ま
す
。
年

に
１
度
は
こ
の

町
を
訪
れ
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、

心
も
体
も
元
気

に
な
っ
て
日
常

に
戻
っ
て
も
ら

う
。
ま
だ
構
想
段

階
で
す
が
、
和

倉
温
泉
の
皆
さ

ん
ら
地
元
の
方

た
ち
の
協
力
を
得
て
、癒
し
と
健
康
の
『
聖
地
』

に
し
た
い
で
す
ね
」

　ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
恵
寿
総

合
病
院
勤
務
時
代
に
学
ん
だ
そ
う
で
、「
自

然
が
豊
か
な
だ
け
で
な
く
、
高
度
な
医
療
も

し
っ
か
り
受
け
ら
れ
る
。
離
れ
て
み
て
、
こ

の
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
」

　５
月
21
日
土
曜
、
根
上
さ
ん
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
岡
田
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
継
承

後
、
順
調
に
い
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
て

見
に
来
た
の
か
と
思
い
き
や
、
そ
う
で
は
な

く
、
一
人
の
患
者
と
し
て
の
来
院
で
し
た
。

　「良
い
継
承
者
が
見
つ
か
っ
て
、
わ
し
も

よ
う
や
く
安
心
し
て
養
生
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
い
」

　岡
田
さ
ん
の
穏
や
か
な
笑
顔
に
、
根
上

さ
ん
に
寄
せ
る
期
待
と
信
頼
が
滲に
じ

ん
で
い

ま
し
た
。

「予防医学の理想郷」首都圏から七尾へ

※【気候療法】森林や山間部などの自然環境の中で気持ちを落ち着かせたり、
運動したりすることで疾病の緩和や予防、健康を増進させるドイツ発祥の療法。

クリニック２階に整備された自由診療を行うスペース
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　医
師
不
足
が
深
刻
な
能
登
に
今
春
、
新
た

な
地
域
医
療
の
灯ひ

が
と
も
り
ま
し
た
。
七
尾

市
万
行
２
丁
目
で
４
月
に
開
院
し
た
「
ね
が

み 

み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
す
。
院
長
の

根
上
昌
子
さ
ん
は
１
月
ま
で
、
埼
玉
県
内
の

総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
、
首
都
圏
か
ら
能
登
に
活
動
の
場
を
移

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
質
問
に
対
し
て

根
上
さ
ん
は
、
屈
託
の
な
い
笑
み
を
浮
か
べ

て
こ
う
答
え
ま
し
た
。

　「能
登
、
と
り
わ
け
七
尾
は
、
病
気
を
予

防
し
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
医
療
が
で

き
る
理
想
的
な
地
域
な
ん
で
す
」

豊
か
な
自
然
、食
、そ
し
て
温
泉 

七
尾
に
魅
了
、「
いつ
か
戻
り
た
い
」

　根
上
さ
ん
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
七
尾
市
の

中
心
部
か
ら
東
に
約
２
・
５
キ
ロ
の
場
所

1992年 4月　金沢大学医学部第三内科　呼吸器科
1993年 4月　社会医療法人財団董仙会恵寿総合病院（出向）研修医
1995年 4月　金沢西病院（出向）　呼吸器科
1996年 4月　国立療養所金沢若松病院（出向）　呼吸器科
1998年 7月　NTT西日本金沢病院(出向)健康管理部部長
2002年 4月　恵寿総合病院（出向）健康管理センター所長
2013年 7月　東海大学医学部附属八王子病院　健診センター
2014年 4月　東海大学医学部基盤診療学系健康管理学  講師
2015年 4月　社会医療法人財団石心会さやま総合クリニック
　　　　　　　健診センター　副センター長（出向）
日本温泉気候物理医学会温泉療法医・専門医、人間ドック健診専門医・
指導医、日本オーソモレキュラー医学会会員、点滴療法研究会会員、
柳澤医新塾2期生、日本ウエルビーイング医学協会評議員

根
ね

上
がみ

 昌
まさ

子
こ

 院長
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
３
月
ま
で
岡
田

胃
腸
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
の
開
業
か
ら
38
年
、
１
日
約

３
０
０
人
が
訪
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
東
側
、
富
山

県
境
に
至
る
範
囲
に
総
合
診
療
所
は
１
軒
も

な
く
、
岡
田
胃
腸
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
同

市
東
部
地
域
の
医
療
の
灯
と
も
し
びと
い
え
る
存
在

で
し
た
。

　し
か
し
、
院
長
の
岡
田
成じ
ょ
うさ
ん（
82
）は
年

を
重
ね
る
ご
と
に
、
い
つ
か
は
１
人
で
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
限
界
が
訪
れ

る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
数
年
前
か
ら
後
継

者
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　「う
ち
を
閉
め
た
ら
氷
見
境
ま
で
一
般
診

療
の
医
院
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
患
者
さ

ん
の
中
に
は
車
を
運
転
で
き
な
い
お
年
寄
り

も
多
く
、
勝
手
に
閉
院
で
き
な
い
の
が
悩
み

地域医療
最前線

第3 回

地
域
医
療
の
灯
、

　
　消
し
た
く
な
い

ね が み
み ら い
クリニック  

七尾市万行２丁目６６  TEL 0767-53-7211
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産
廃
処
理
業
者
認
定
制
度
で
も
「
優
良
」
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
は
①
遵
法

性
②
事
業
の
透
明
性
③
環
境
配
慮
の
取
り
組

み
④
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
⑤
財
務
体
質
の
健

全
性
の
５
項
目
で
基
準
が
示
さ
れ
、
す
べ
て

適
合
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　弊
社
は
法
令
を
遵
守
し
、
事
業
内
容
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
公
開
し
て
い
ま

す
。環
境
配
慮
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

を
取
得
済
み
で
あ
り
、
財
政
面
も
経
常
利
益

が
３
期
連
続
黒
字
で
あ
る
な
ど
安
定
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
行
き
先
を

管
理
し
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

紙
で
や
り
取
り
し
て
い
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
情

報
を
電
子
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
提

供
で
き
る
仕
組
み
も
導
入
し
ま
し
た
。

福
田

　認
定
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
基
準
を

ク
リ
ア
し
続
け
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
す
ね
。

髙
山

　こ
の
業
界
の
特
殊
な
点
は
、
ト
ラ
ブ

ル
や
事
件
が
起
き
る
度
に
法
律
が
改
正
さ

れ
、
基
準
が
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
で

す
。
単
に
基
準
が
変
わ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
前
の
基
準
を
残
し
な
が
ら
、
よ
り
厳
し

い
内
容
が
上
乗
せ
さ
れ
て
、
縛
り
が
き
つ
く

な
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
他
県
の
事
件
で

も
影
響
が
及
び
困
惑
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
引
き
続
き
基
準
を
ク
リ
ア
し
続

け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

専
用
容
器
で
厳
重
管
理 

感
染
性
廃
棄
物
も
安
全
に
処
理

福
田

　医
療
廃
棄
物
は
、
感
染
性
廃
棄
物
と

非
感
染
性
廃
棄
物
に
分
類
さ
れ
る
と
お
聞
き

し
ま
す
。感
染
性
廃
棄
物
の
処
理
フ
ロ
ー（
流

れ
）に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

髙
山

　ま
ず
感
染
性
廃
棄
物
と
非
感
染
性
廃

棄
物
の
判
断
と
分
類
は
環
境
省
の
処
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
医
師
等
の
有
資
格
者
が

行
い
ま
す
。
廃
棄
す
る
際
は
、
金
属
、
ガ
ラ

ス
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
、
内
容
ご
と

に
分
別
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　感
染
性
廃
棄
物
の
場
合
、
弊
社
で
は
専
用

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
使
用
し
ま
す
。
廃

棄
物
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
、
星
の
数
ほ
ど

種
類
が
あ
る
中
か
ら
、
堅け

ん

牢ろ
う

で
安
全
性
が
高

い
容
器
を
厳
選
し
ま
し
た
。
容
器
は
い
っ
た

ん
フ
タ
を
締
め
る
と
パ
ッ
キ
ン
で
密
閉
さ
れ
、

再
び
開
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　血
液
や
体
液
等
を
含
め
外
部
に
一
切
漏
ら

す
こ
と
な
く
焼
却
処
分
で
き
る
わ
け
で
す
。

こ
の
処
理
フ
ロ
ー
も
弊
社
の
特
長
と
言
え
ま

す
。

福
田

　コ
ロ
ナ
の
拡
大
を
機
に
、
感
染
性
廃

せ
ん
。焼
却
処
理
と
し
て
無
害
化
で
き
る
の
は

県
内
で
弊
社
だ
け
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

福
田

　一
貫
し
た
対
応
は
、
依
頼
す
る
医
療

機
関
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
し
ょ

う
か
。

髙
山

　万
一
、
廃
棄
物
の
処
理
で
問
題
が
あ

れ
ば
、
排
出
し
た
事
業
者
も
法
的
責
任
を
問

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

点
か
ら
も
依
頼
先
は
慎
重
に
選
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
弊
社
は
一
括
管
理
の
上
、
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
、
信
頼
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
田

　御
社
は
安
全
性
優
良
企
業
に
も
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の
医
療
機
関

が
信
頼
を
寄
せ
る
理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
か
。

髙
山

　は
い
。
弊
社
は
収
集
に
あ
た
る
運
送

部
門
の
安
全
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
「
安
全

性
優
良
事
業
所
」（
通
称
Ｇ
マ
ー
ク
）に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
環
境
省
の
優
良

福田 佳緒理（ふくた・かおり）
富山市出身。国立大学法人奈良女子大学
卒業後、株式会社チューリップテレビにア
ナウンサーとして入社。2015年よりフリー
アナウンサーとしてテレビ番組のリポー
ターやナレーター、イベント・式典の司会
者を務めるなど活躍中。

髙山 盛司（たかやま・せいし）
金沢市出身。北陸工業専門学校測量本科卒。
内川建設株式会社常務取締役、同社代表取
締役などを経て2005年環境開発取締役、
2011年同社代表取締役。2022年（一社）
石川県産業資源循環協会会長に就任。　

バイオハザードマーク（生物学的危険性
標識）がついた感染性廃棄物専用容器
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医
療
系
廃
棄
物
の
取
扱
量 

石
川
県
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

福
田

　創
業
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
御
社
は
廃
棄
物
処
理
企
業
の
中
で
も
、

医
療
系
廃
棄
物
の
処
理
で
石
川
県
ト
ッ
プ
の

地
位
を
築
か
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
の
シ
ェ

ア
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

髙
山

　は
い
、
県
内
に
22
あ
る
国
公
立
病
院

の
う
ち
17
病
院
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
私
立
病
院
に
つ
い
て
も
８
割
程

度
は
受
け
持
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０

年
度
に
石
川
県
内
で
排
出
さ
れ
た
感
染
性
廃

棄
物
約
３
８
０
０
ト
ン
の
う
ち
約
３
０
０
０

ト
ン
を
弊
社
が
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

福
田

　お
よ
そ
８
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
ね
。
高
い
シ
ェ
ア
は

医
療
機
関
の
厚
い
信
頼
の
証あ

か
しだ
と
思
い
ま
す
。

御
社
が
選
ば
れ
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
か
。

収
集
か
ら
焼
却
、最
終
処
分
ま
で 

自
社
で
す
べ
て
を
一
括
処
理

髙
山

　ま
ず
、
自
社
で
焼
却
炉
と
最
終
処
分

場
を
保
有
し
、
収
集
か
ら
最
終
処
理
ま
で
一

貫
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

感
染
性
廃
棄
物
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

で
あ
り
、
無
害
化
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

信
頼
と
期
待
を
担
い

新
た
な
50
年
へ

医
療
現
場
の
安
全・安
心
を

支
え
て
半
世
紀

　
医
療
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

医
師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
に
加
え
、
医
療

現
場
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
企
業
も
チ
ー
ム
の一員

で
す
。
今
夏
、
創
業
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
環
境

開
発
株
式
会
社（
金
沢
市
）は
石
川
県
内
の
医
療
系
産

業
廃
棄
物
処
理
の
シ
ェ
ア
約
８
割
を
占
め
、
多
く
の

医
療
機
関
が
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
感
染
性
廃
棄

物
な
ど
の
処
理
方
法
や
同
社
の
歩
み
、
経
営
理
念
に

つ
い
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
福
田
佳
緒
理
さ

ん
が
髙
山
盛
司
社
長
に
聞
き
ま
し
た
。

  
聞
き
手

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

福
田
佳
緒
理
さ
ん

環
境
開
発
株
式
会
社

髙
山
盛
司
社
長
に
聞
く
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棄
物
の
量
が
急
増
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

髙
山

　今
年
１
月
の
収
集
回
数
は
昨
年
同
月

の
お
よ
そ
２
倍
で
し
た
。
一
方
で
、
私
ど
も

は
医
療
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
一
員
で
す
。
社
員
が
罹
患
す
る
と
収
集

や
処
理
に
支
障
を
来
し
ま
す
の
で
、
全
社
員

が
健
康
面
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

福
田

　で
は
次
に
、
会
社
が
歩
ん
で
き
た
50

年
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
１
９
７
２
年
に
先
々
代
が
創
業
さ
れ

た
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

髙
山

　創
業
者
は
私
の
祖
父
に
な
り
ま

す
。
処
理
工
場
が
あ
る
金
沢
市
新
保
地
区
は

１
９
５
４
年
に
金
沢
市
に
編
入
す
る
ま
で
内

川
村
で
、
祖
父
は
当
時
、
村
の
助
役
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
編
入
で
村
が
な
く
な
っ
た
後

の
１
９
６
２
年
、
祖
父
は
建
設
会
社
を
起
こ

し
ま
す
。
そ
の
10
年
後
、今
度
は
廃
棄
物
処
理

業
に
目
を
向
け
、
弊
社
を
創
業
し
た
の
で
す
。

　建
設
会
社
の
仲
間
か
ら
は
、「
廃
棄
物
が

商
売
に
な
る
の
か
」
と
疑
問
視
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
埋
め
立
て
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使

う
な
ど
建
設
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
せ
る
こ

と
や
、
１
９
７
０
年
に
廃
棄
物
に
関
す
る
法

改
正
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
廃
棄
物
処
理
の
需

要
が
増
え
る
と
見
込
ん
で
創
業
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
祖
父
は
全
国
各
地
を
見
て
回
り
、

創
業
か
ら
半
年
ほ
ど
で
全
国
に
先
駆
け
て
焼

却
炉
の
１
号
機
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

２
代
目
の
父
、
３
代
目
の
私
へ
と
事
業
は
受

け
継
が
れ
、
現
在
、
弊
社
の
焼
却
炉
は
８
基

目
と
９
基
目
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

栽
培
か
ら
出
荷
、販
売
ま
で 

地
域
と
協
業
、農
場
を
運
営

福
田

　地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
支
え
に
な

っ
た
そ
う
で
す
ね
。

髙
山

　世
間
一
般
に
「
処
理

場
は
必
要
な
施
設
だ
が
、
自

分
の
家
の
横
に
は
来
て
ほ
し

く
な
い
」
と
い
う
風
潮
が
あ

る
中
、
創
業
時
か
ら
開
設
に

ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
代
替
わ
り

し
て
も
、
地
域
と
の
深
い
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

５
年
前
に
は
新
保
町
会
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
焼

却
炉
の
排
熱
を
利
用
し
て
ハ

ウ
ス
栽
培
で
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン

な
ど
の
野
菜
を
育
て
る
「
新
保
ふ
れ
あ
い
農

場
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
栽
培
、
収
穫
か
ら

出
荷
、
販
売
ま
で
地
域
の
方
た
ち
と
一
緒
に

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
工
場
見
学
や
里

山
整
備
な
ど
地
域
貢
献
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

福
田

　最
後
に
、
次
の
50
年
、
創
業
１
０
０

年
に
向
け
た
髙
山
社
長
の
「
胸
の
内
」
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

髙
山

　半
世
紀
存
続
す
る
企
業
は
数
パ
ー
セ

ン
ト
と
言
わ
れ
る
中
で
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
、
ま
ず
は
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
新
た
な
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

何
よ
り
「
適
正
処
理
」
を
重
視
す
る
弊
社
の

姿
勢
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
。
厳
し
く
な
る
一
方

の
法
規
制
も
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
え

ば
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　社
員
数
も
１
３
０
人
を
超
え
、
企
業
規
模

は
拡
大
し
ま
し
た
。
医
療
分
野
を
は
じ
め
特

殊
な
管
理
が
必
要
な
廃
棄
物
は
弊
社
で
し

か
扱
え
な
い
と
い
う
自
負
も
あ
り
ま
す
が
、

先
々
代
の
創
業
理
念
と
地
域
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
新
た
な
節
目
に
向
け
て
地
道
に
、
そ

し
て
日
頃
よ
り
弊
社
に
格
別
の
お
引
き
立
て

を
賜

た
ま
わ

っ
て
い
ま
す
皆
様
と
共
に
確
か
な
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
田

　50
周
年
を
機
に
、
ま
す
ま
す
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

環境開発株式会社
本社：金沢市大桑町上猫町下4−7
新保処理工場：金沢市新保町ラ24−1
リサイクル工場：金沢市住吉町ウ10

設　立：1972年7月
資本金：50百万円
売上高：3,400百万円
社員数：136名
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金　沢　〒920-0842　石川県金沢市元町 2-13-8　　　
富　山　〒939-8271　富山県富山市太郎丸西町 1-3-3　
高　岡　〒933-0804　富山県高岡市問屋町 12　　　　

TEL076-251-5502

TEL076-421-8801

TEL0766-22-1985http://www.knowmed.jp

あっさりマンゴー味 332200円（税込）/ 1個

医療福祉ショップめぐみ
ローソン恵寿病院店にて好評発売中

脳活 恵寿総合病院監修

アイス

常温でも「溶けない」0011 脳機能改善サプリ配合0022

Webからも
注文できます

185mm×85mm

製造元：（株）アーリオ・オーリオ〒926-8605 石川県七尾市富岡町94番地
TEL:0767-52-3211 / FAX:0767-52-3218恵寿総合病院

社会医療法人財団董仙会
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